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 コラーゲンスポンジを物性の計測用は 2×2×25mm に，動物埋入実験用は直径 8mm 厚さ 2mm に
それぞれトリミングし，1w/v%過酸化ベンゾイル含有 DVA に浸漬して，5 分間真空抜気を行った。
その後，気孔率 90w/v％とした L 群，70w/v%とした H 群を設定した。そして，嫌気条件下で 65℃60
分＋100℃90 分加熱重合を行った。加熱重合前後で近赤外分光分析を行い，重合率測定を行った．重
合後，試料断面の SEM 観察，3 点曲げ試験を行った． 
 8 週齢 Wistar 系雄性ラット 3 匹の背部皮下に H 群試料，陽性対照としてポリグリコール酸(PGA)
糸，陰性対照としてコラーゲンスポンジを埋入した。2 週間後，皮下組織と一塊に試料を採取して凍
結切片を作製，エステラーゼ染色による酵素組織化学的観察を行った。 
 8 週齢 Wistar 系雄性ラット 45 匹を対照群，L 群，H 群に振り分けて，麻酔下で頭蓋骨上に試料の
 









 統計処理は 3 点曲げ試験の計測結果は一元配置分散分析，骨形態計測の計測結果は二元配置分散分
析の後，Tukey 法を用いて多重比較を行った。有意水準は 5%とした。 
【結果と考察】 
 重合率測定の結果，試料の重合率は 98.2%であった。この結果を MMA 加熱重合レジンの重合率
のデータ(JIS 規格 T6501 による測定法にて 99〜99.5%，ジーシー社内データ)と比較すると本実
験材料の重合は十分に進行したと推察された。 
 SEM 観察では，試料の一部には PDVAが填塞されていたが，50〜150μm 孔径の多孔構造なら
びにコラーゲン線維周囲に薄壁状の PDVA が観察された。 
 3 点曲げ試験において H 群は対照群および L 群より有意に高い物性を示し，PDVA によるコラ
ーゲンスポンジ表面のコーティングによって物性の改善が可能である事が明らかとなった。 
 エステラーゼ染色では，試料内の PDVA ならびに PGA 糸周囲にアゾ色素の沈着が認められ，
エステラーゼによる PDVA の加水分解が進行している事が明らかとなり，本実験材料が生分解性
を有する事が示唆された。 
 H-E 染色の結果，対照群では 1 ヶ月後においてコラーゲンスポンジは完全に吸収され，期間を
通して新生骨の形成は認められなかった。L 群ならびに H 群では試料内への線維性組織の侵入，
新生骨の形成が認められた事から，本実験材料は連通孔構造を有しており，細胞遊走が可能であ
る事が明らかとなった。  
 骨形態計測の結果，L 群では経時的な TV の減少が認められた。その要因としては，PDVA に
よるコーティング量が H 群と比較して少なく，埋入部位にかかる負荷に耐えうる物性の改善が得
られなかった事や加水分解の進行過程で試料の強度低下が起こった事による変形が推察された。
一方，H 群では観察期間を通して TV の有意な減少は認めず，試料の形態を維持した結果，長期
間 BV の増加が観察されたと推察された。また，L 群の BV/TV は 1 ヶ月以降増加が認められな
かった事から，1，2 ヶ月後における BFR は BV の増加が起こる形成速度ではないと考えられた。
一方，H 群では 1，2 ヶ月後における BFR が L 群より有意に高い数値を示した結果,4 ヶ月後ま
で BV/TV が増加したと推察された。 
【結論】 
 コラーゲンスポンジ表面を PDVA で補強した試料は，多孔型で吸収性と骨伝導能を示したこと
から，骨補填材として有用である可能性が示唆された。 
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